
      期待される環境への取り組み 
　 

　カシオの環境行動目標は、低炭素社会の構築に参画し公約を実

現すること、そしてステークホルダーと協力し、能力を活用して

環境負荷低減に貢献することを目指しています。 

●省エネ、省資源の商品づくり 

 　2009年度からカシオグリーン商品のうち特に優れた環境性能をも

つ商品を「カシオグリーンスター商品」と定義し、販売を推進します。 

●CO2削減 

 　国内生産拠点で熱源システムの省エネ投資が実行され、成果が

期待されます。 

 ・オフィス系事業所は絶対量削減目標の実現に向け、自社ビルの

照明を省エネ設備へ切り替えます。 

 ・カシオヨーロッパの稼働で、省エネビル、営業・サービス・物

流機能の集約による環境負荷低減が期待されます。 

●環境マネジメントシステム 

 ・ISO 14001と並行し独自のマネジメントシステムを営業･サー

ビス部門にも拡大、成果を実感できる文化をつくります。 

      環境行動目標の2008年度実績 
　 

　世界的な金融危機・信用収縮という外部要因のため、売上高、

生産高が下方修正され、原単位を悪化させました。内部要因とし

ては、まずデバイス系工場の第三者譲渡により、対前年度比は、

投入エネルギー量で34％減少、水資源投入量で36％減少、CO2排

出量においては2.7万トン-CO2の減少となりましたが、これらは

一時的なものであるといえます。しかし操業度の低下にもかかわ

らず、生産系事業所では熱源システムの省エネ投資など、今後の

成果が期待される活動が行われてきました。一方、オフィス系事

業所のCO2総量削減は絶対値で前年度に比べ増加しており、改善

が必要です。 

　化学物質の管理では、グリーン調達ガイドラインの改訂や、調

達部材の化学物質データベース構築など、成果の積み増しができ

ました。さらにグリーン商品は売上高目標を達成し、新たな目標

設定をすることができました。 

      生物多様性※の危機と企業 
　 

　温暖化の問題とともに、今日、自然の営みを軽視した人間の

生産行為によって多くの生物の生息環境が悪化し、生態系が崩れ、

絶滅危惧種が増えていることが問題視されています。 

　電子部品などに使われる多くのレアメタル（希少金属）類は、

ほどなく枯渇すると危惧されており、その採掘行為も多くの環

境破壊を生むことで問題となっています。 

　生物、鉱物を問わず、地球の資源を使って事業活動をしてい

る以上、企業もこれまでの活動を見直し、生物多様性を保全・

保持し、自然を健全な状態に保ち続けるための手を打つ必要が

あります。 

 

 

 

カシオの「生物多様性」への取り組み 

　カシオの小型・軽量・薄型・省電力の製品づくりは、結果とし

て、過剰な資源開発を抑制し、そのことで地球の生態系崩壊の範

囲拡大とスピードを抑制してきたといえます。そして、原材料の

持続可能な調達を促してきたといえます。 

　カシオは現在、生物多様性にかかわる以下の取り組みを行って

います。 

 ●液晶デバイスに使用しているレアメタル、インジウムの代替材

料開発に参加 

 ●事業所のある山梨県中央市において、幻の桜「乙黒桜」の保存

と工場緑地化、東京都羽村市において「大賀はす」の里親活

動に参加し、種の保存に協力 

 ●NPOやNGOと連携し、協賛モデルの売上の一部を環境教育活

動や、種の保存、生態系保存活動の支援に充当 

 ●生物多様性を意識したデザインや仕様の製品づくり 

 ●電子辞書などのコンテンツのデジタル化により、紙を使わずに

済み、森林伐採抑制につながり、生物多様性の森づくりに貢

献 など 

　しかしカシオはまだグループ全体として、生物多様性への取り

組み方針や施策、行動計画が構築されておらず、事業活動が生物

多様性に及ぼす影響とリスクについて評価できていません。　　

今後、重要な環境経営テーマとして温暖化問題解決同様に、前向

きに取り組んでいきたいと考えます。 

      グリーン調達 
　 

　カシオ製品は全世界に輸出されていますが、製品を構成する

部品・材料における化学物質関連法規制もグローバルに拡大し、

先行していたEUや米国の一部の州だけでなく、アジアや南米に

まで広がっています。 

　カシオでは、法令順守を目的とし、製品を構成する部品・材

料における特定化学物質の含有制限や詳細な情報開示を購入先

企業にお願いしています。また、カシオ製品にかかわる全世界

の法律を包含した基準を策定の上、部品・材料の調達基準とし

ています。調達基準の主な根拠となるのは、カシオ製品輸出先

の地域における化学物質規制で、根拠を基準書に明記し、購入

先企業にも目的の理解をお願いしています。 

　2008年度末には、この基準書を第6版に改訂、含有禁止化学物

質の見直しを行い、EUのREACH規則対応のご協力のお願いを追

加しました。今後は、購入先企業に、把握の難しい化学物質の管

理や、膨大な種類の化学物質の情報提供をお願いしなければなり

ませんが、合理的な対処方法を検討していきたいと考えています。 

　カシオ基準を満たす部品・材料であれば、全地域の化学物質

規制に適合することになるので、どの地域に販売する製品にも

使用可能です。これは、カシオ商品の開発の効率化に大いに寄

与しています。さらに、購入先企業にとっても、カシオ基準を

満たすことでグローバルな法規制の要求事項を満足することが

できるので、国際競争力を得ることになります。 

　カシオのグリーン調達は、カシオと購入先企業のお互いにと

ってプラスの関係となる形でありたいと考えています。 

 

 

      グリーン購入 
　 

　カシオは、環境に配慮した文具・事務用品・OA機器（ソフト

は除く）などの間接材商品を積極的に購入するよう、「グリー

ン購入」を徹底推進しています。「CATS e-P システム導入拠点」

におけるグリーン購入比率については、「2009年度70％達成」

を目標に推進してきましたが、2008年度に1年前倒しで達成する

事ができました。「グリーン購入」の徹底推進により、カシオ

グループ内のシステム導入拠点数が2007年度：13社、2008年度：

1社、合計16社と拡大しました。 

環境経営 
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環境行動目標 

■2008年度 カシオ環境行動目標実績報告 

甲府カシオが、地元の町に協力し復活を試みている幻の桜「乙黒桜」 

※地球上の生物、「種」「遺伝子」「生態系」の、それぞれがもつ多様さを総称した言葉。生物
多様性が保たれることで自然は豊かで健全に維持される。この生物多様性を保全し、持続可能
な利用を進め、その恩恵を受け続けることができるよう努力していく姿勢がいま企業に求めら
れている。 

しゅ 

■グリーン購入比率の推移（件数ベース） 
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カシオは2008年度環境行動目標に新しい視点からテーマを設定しました。 
カーボンの総量削減、グリーンスター商品づくり、拡大営業拠点を加えたEMS展開です。 
そして、改善成果を次に継承していきます。 

「2009年度 カシオ環境行動目標」P②③ 
「2008年度 カシオ環境行動目標報告（詳細版）」P④ 

資料 

 

（1）国内生産拠点: CO2原単位を2008年から2012年度（5年間）平均値で35％削減（1990年度比）※2 
（2）国内オフィス拠点: CO2排出総量を2008年から2012年度（5年間）平均値で9％削減（1990年度比） 
（3）海外生産拠点: CO2原単位を2012年度までに30％削減（2004年度比）※3 
（4）海外オフィス拠点: CO2排出総量を2012年度までに3％削減（2004年度比） 

行動目標 

■製品にかかわる行動目標 

（1）2008年度グリーン商品の売上比率80％ 

■工場・事業所にかかわる行動目標 

（1）2010年までに、CO2以外の温室効果ガス総排出量を（CO2換算）2000年以下とする 

（1）国内生産拠点: 水使用量原単位を2008年度までに10％削減（2000年度比）※2 
（2）海外生産拠点: 水使用量原単位を2012年度までに15％削減（2004年度比）※3 
（3）国内拠点: 紙使用量原単位を2008年度までに30％削減（2003年度比）※2

（1）国内拠点: 廃棄物発生量原単位を2008年度までに40％削減（2000年度比）※2 
（2）海外生産拠点: 廃棄物発生量原単位を2012年度までに30％削減（2004年度比）※3

（1）国内生産拠点: VOCの大気排出量を2010年度までに30％削減（2000年度比） 

（1）保管中のPCB含有機器を、日本環境安全事業（株）のエリア別事業開始にあわせ無害化処理を行う 
 　 ＊甲府カシオ: 2008年度まで 

（1）国内生産拠点: 排出量原単位を2012年度までに40％削減（2003年度比）※2

（1）国内・海外拠点: 2008年度、グリーン部品回答率（調査対象部品に対する回収率）100％ 

（1）国内拠点：文具・事務用品、OA機器類のグリーン購入比率70％（件数ベース） 

（1）国内物流のCO2発生量原単位を2009年度40％削減（2000年度比）※1 
（2）海外物流のCO2発生量原単位を2009年度5％削減（2004年度比）※1
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処理委託申請済み。 
受け入れ可能となるまで保管を継続する 
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テーマ 2008年度末実績（対基準年度比） 自己評価 

省エネルギー目標 
（電力・燃料など） 1

1

2

3

4
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8

9

10

環境適合製品の開発目標 

CO2以外の温室効果 
ガス削減目標 

省資源目標（水・紙） 

廃棄物削減目標 

VOC（揮発性有機物） 
削減目標 

有害物質の使用廃止目標 

PRTR法対象 
化学物質の排出量削減 

グリーン調達の実施目標 

グリーン購入の実施目標 

物流の温暖化対策目標 

■原単位について ※1：売上高原単位　※2：実質生産高原単位　※3：生産高原単位  
■自己評価 ★★★★：目標値を達成しかつ、新たに高い目標値が設定された　★★★：目標値を達成した　★★：目標値は未達成だが前年より着実に改善された 

★：目標値に向かって推進中、次年度以降に成果が見込まれる　●：基準値と同等かまたは悪化している 


